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＜勉強会＞

○防災訓練についての事前打ち合わせ

· 11/20（金）13：30～青陽館避難訓練実施予定。（添付参照）

· 全体的な流れは、企画書（マニュアル）を参照。メンバーには事前に知らせ、協力して戴く。

· 中居、上野が時間測定を行いながら、チェック表に沿って評価する。

· 役割分担

木　村 カンファ参加（リーダー）⇒スタッフへの指示、連絡、放送⇒残留者の確認しつつ避難

大谷地 カンファ参加⇒出火場所確認⇒2Ｆへ伝達・誘導（出入り口で人数を数える）

山　田 カンファ参加⇒出火場所確認⇒初期消火⇒2Ｆ残留者の確認しつつ避難

川　井 残り番⇒出火場所を見つけ次第初期消火（メンバーへ声掛けも並行）⇒メンバ―の誘導

佐々木 残り番⇒メンバーをまとめる（出火場所の確認と並行）⇒誘導（出入り口で人数を数える）

服　部 残り番⇒メンバーをまとめる⇒誘導

下　舘 カンファ参加⇒出火場所確認⇒初期消火⇒3Ｆ残留者確認⇒避難・誘導

· 基本的にマニュアルをベースに動くこととなっているが、実際の場面を想定した上で、機転を利かせながら、迅速に行動をすること。

＜ナイトケア事例検討＞

柳町　信之様（53）男性　　統合失調症

利用年数：7年4ヶ月

治療計画：①外来受診後の入浴利用時、本人から話を聞き生活状況を確認する。（来所しない日は、外来までスタッフが話を聞きに行く）

検討内容：治療計画の評価、見直し

· 本人の様子

· 週5回の通所利用を全く出来ていなかったが、外来後（木曜日）に通所で入浴利用を勧めると徐々に定期的に来所出来るようになっている。7月より、週1回木曜日のナイトケア利用となる。

· 現在は、早目に帰宅されることが多いが、週1回木曜日にナイトケアに通所出来ている。

· 外来受診も定期的に行うことが出来ており、10月中旬より

· 週末は、兄様が本人宅に来られ様子確認して下さっているとのこと。

· 幻聴については現実と区別出来ているとのことで、ある時とない時があると話されている。幻聴の内容は、スーパーの店員だったり知り合いの声だったりするとのこと。

· 食事内容について確認すると、魚や肉加工品など野菜が少ない様子。また、きな粉をそのまま食べることがあるとのこと。

· 便秘は改善してきていると話されている。肛門の出血はない。

· 心臓がチクチク痛むと訴えることがあり、高橋内科クリニックへの受診を勧めている。

· 入浴も洗い方が不十分だったり、衣類から生乾きの臭いがすることがある。その点については助言を行っており、悪臭は目立たなくなっている。

· 上着から石油ストーブの臭いがすることがあり、ストーブが不完燃焼しているかもしれないとのこと。青明舎に情報提供し、訪問時様子を見ていただくこととしている。

· 以前は幻聴に左右され、脅迫的に外出しているといった話があったが、現在はよこまちや本屋など、自分が行きたい場所へ行っている様子で、行動範囲が広がって来ていることが伺える。

· 検討結果

· 治療計画①は継続。

· 治療計画追加⇒②現実的な関わりを保つ為、週1回のナイトケア利用を継続していけるように声かけを行っていく。

＜連絡事項＞

· 12/31（木）17：00までに院内学術発表の抄録を提出すること。

· 11/24（火）創立記念写真撮影に入らなかったスタッフの記念撮影を実施。9：10集合。

· おはながみの発注申請を庶務に依頼している為、こちらからの発注は明日以降にすること。

· カルテ内容訂正の際は、必ず、訂正したい箇所に赤線をひき、訂正者が押印し日付を記載すること。
＜利用者様情報＞
· 東山　　昇　様～本日、遅れて来所する旨のみ伝えて電話を切っている。来所時表情の硬さ見られ

ている為、午後に話を聞いていくこととしている。

· 其田　淑子　様～グループホーム退所後は、パンションに入居し、日中は南陽館とデイナイトケア

を併用していく予定。

· 種本　サハ　様～グループホーム退所後は、南寿の里への入所を検討している。（空き待ち）

· 横町　　浩　様～うみねこ幸房の利用について、本人の意思を確認すると、「まだ良い」「病気が治

ったらにする」と話されており、見学も拒否されている。

· 佐藤　ミツ子様～右足付け根から大腿部にかけて痛みがあると訴えあるが、運動プログラムには問

題なく参加している。

· 稲垣　ふき　様～突然立ち上がり、「イライラする」と話すことある。気分転換のため運動を勧め

ると、廊下をウォーキングされているが、少し歩くと右膝裏が痛むと話され立ち止まっている様子ある。

⇒気分の不安定さ、イライラした様子がみられる為、病状の変化や周囲とのトラブルに注意していく。

· 大久保　康弘様～夜中にお腹がすくことを担当医へ相談したところ、担当医よりリスパダールを減

らして行く方針だと説明されたとのこと。

· 村田　昭一　様～新型インフルエンザ予防接種に必要な書類を持参している。「予防接種は強制な

のか」と確認しており、あまり乗り気ではない様子なため、予防接種の必要性について説明している。

· 菅野　勝利　様～当院にて新型インフルエンザ予防接種を受ける予定だったが、住所が三戸である

為、三戸病院で予防接種を受けるとのこと。

＜外来情報＞

· 秋山　和子　様～左腋下に湿疹あり、岸原病院で処方されたリンデロン軟膏が無くなったら、当院

にてデルモゾール軟膏を処方すること説明している。

· 溝越　キク　様～体重69.2kgで大きな変動はない。コンビニのおでんやおにぎりは買っていない

と話す。

· 駒木　　学　様～バスを利用して来院出来たとのこと。普段、日中は寝て、外出は買い物の時だけ

と話されている。母親様とは週2回会っているとのこと。飲酒はしていないと話す。

· 川口　尚良　様～AAは休んでおり、本日も行けるかどうか分からないと話されている。AA内の仕

事や人間関係のことを考えると行きたくないとのこと。考えすぎず、まずは行ってみるように説明している。今月末で断酒してから丸3年になるとのこと。

· 高橋　幸雄　様～先週の金曜日にもハートステーションの見学に行ってきたと報告されている。体

育館を使用できる日で、バレーやバドミントンを行ってきたとのこと。ハートステーションのスタッフから、まずは当院のデイケアも並行して使ってみてはどうかと説明されたとのことで、通所出来る日だけ登録し、今後継続するかは徐々に検討していくように担当医からも説明されている。

· 巴　　勇樹　様～妹の結婚式の日は自宅で過ごすことになったとのこと。

· 平　　京子　様～右膝に内出血あり。特に理由は思い当たらないとのこと。処方はなし。

· 淡路　智恵子様～同グループホームのメンバーが退所した後、その部屋に移動（広いから）との

ことで、青明舎に相談しているとのこと。また、部屋移動に伴い、いらない衣類などを処分していきたいとのことで、それも世話人の方に相談するように説明している。

· 村上　元道　様～先週とその前の週の土曜日、眠れた為、2日間眠剤を飲まなかったと報告してい

る。

· 東海林　康之様～手の震えがあるとのことで、タスモリン2錠追加処方となっている。

· 番沢　政勝　様～朝の眠気はなくなったとのこと。幻聴は聴こえることがあるが、内容は覚えてお

らず、怖いと思う事はないと話されている。

· 高柳　和子　様～気分の波はあるが、楽しいこともあると話されている。徐々に話を出来るように

なってきたとのこと。

· 高橋　百壽　様～本日受診予定ではなかったが、他科受診の結果について報告されている。B型肝

炎疑いにウルソ、大腸収縮性症候群にはビオスリーが処方になったとのこと。11/26新型インフルエンザ予防接種予定。

· 繁名　和恵　様～八戸赤十字病院での検査結果について、慢性胃炎と鉄欠乏性貧血と診断されたと

のこと。頭がボーっとして、目の疲れがあると訴えている。定期のハロマンス筋注実施している。また、障害者手帳が2級から1級に変更出来るとのことで、年金や手帳の手続きについて相談している。手続きは青明舎スタッフに同伴してもらい行うように説明している。

· 板橋　利美　様～夜間中途覚醒はあるが、日中の眠気はないとのこと。眠剤をエスタゾラム(2)2

錠からネルボン(10)1錠に変更している。

· 豊川　明男　様～風邪症状はよくなってきたが、腕や足が骨の中から痛むと話されている。デイケ

アには徐々に行けるようになってきているが、人が近くにいてビックリすることがあると話されている。

· 大久保　康弘様～幻聴は無視出来るまでに治まってきたと話されている。睡眠は取れており、呂律

不良さもない。

· 本多　富美　様～気分は安定してきているが、両親が高齢のため心配だと話されている。

	時間
	内容
	詳細

	13:00
	・カンファレンス実施。
	・デイケア、デイナイトケア１人ずつの残り番以外は、全スタッフカンファレンスに参加。

	13：30
	①火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」
	・自動火災報知設備の受信機のある１階ｽﾀｯﾌﾙｰﾑに駆けつける。

担当：１階２階の利用者様対応者を残し、全スタッフ

・受信機の火災報知器連動操作盤の明かりのついているところを探し、警戒区域図面と合わせて見て出火場所を確認する（指差し呼称２回）

担当：１階２階の利用者様対応者を残し、全スタッフ

	
	②出火現場の

確認
	・１階スタッフルームに駆けつけたスタッフの内１人（デイケアリーダー）が、各スタッフにどのような順路で出火場所を探すよう指示する。
・指示を受けたスタッフは、消火器を持って、出火場所へ急行し、火災を発見する。

・出火場所を見つけたスタッフは、「○○が火事だ。○○から避難して下さい。」「○○が火事だ。○○から避難して下さい。」と、他者に聞こえるよう大声で出火場所と避難方法を叫び利用者様のところに戻るスタッフと、初期消火を行うスタッフに分かれる。

	13：31
	③初期消火実施
	・初期消火失敗後、「初期消火失敗」と声を出して言う。

・現場を指示したスタッフがSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）に連絡。

・報告を受けたSGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者（佐々木）へ連絡。

	13：32
	※下記の④⑤⑥は同時進行

④消防機関への通報
	・消防機関へは、火災報知装置を使用するか、PHSで「００１１９」をダイヤルする。今回の避難訓練では、PHSを使用し消防機関へは連絡する（通報例文は別紙参照）。担当：現場を指示したスタッフ

・この通報後に警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤い２個のスイッチを押す）。担当：現場を指示したスタッフ

	
	⑤施設内部への情報伝達
	・施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する（別紙参照）。

３回以上繰り返すこと。担当：当日デイケア担当スタッフ

	
	⑥区画形成
	・防火区画形成のため、防火扉が閉まっているか確認する。

担当：当日のデイケア・デイナイトケアリーダー

	13:33
	⑦入所者の避難誘導と残留者なしの確認
	・デイナイトケアスタッフは、利用者様を浴室側の非常口から外階段を利用し１階へ降り、また、内階段から玄関を通って青山荘前へ誘導する。

・デイケアスタッフは、利用者様を浴室側の非常口、または、玄関から青山荘前へ誘導する。

（その際、リーダーは、当日の出欠がわかる名簿を持つ。他スタッフは、各居室、残留者がないか確認しながら誘導し、さらにトイレ、浴室等を見回り、残留者のいないことを確認し、各部屋のドアを閉める）

	13:35
	⑧人員確認
	・一番先に避難場所についたスタッフは、人員の確認をする（人数で数える）

	13:36
	⑨防火管理者へ報告する
	・SGM（不在時は、JGMかその日のリーダー）は、防火管理者（佐々木）へ報告する。

	13:37
	⑩避難訓練終了
	


＜避難訓練・当日の流れ＞

チェック表

	行　　動
	実　施
	時　間

	出火場所確認（指差し呼称２回）
	した　　しない
	分　秒後

	出火現場確認に向かう
	　した　　しない
	分　秒後

	初期消火開始
	　した　　しない
	分　秒後

	初期消火終了
	　した　　しない
	分　秒後

	消防機関への通報
	　した　　しない
	分　秒後

	施設内部への情報伝達
	　した　　しない
	分　秒後

	区画形成終了（１階）
	　した　　しない
	分　秒後

	　　　　　★（２階）
	　した　　しない
	分　秒後

	避難誘導開始（１階）
	した　　しない
	分　秒後

	　　　　　★（２階）
	　した　　しない
	分　秒後

	避難誘導完了（１階）
	した　　しない
	分　秒後

	　　　　　★（２階）
	した　　しない
	分　秒後

	残留者なしの確認完了　　　（１階）
	した　　しない
	分　秒後

	　　　　　　　　　　　　★（２階）
	した　　しない
	分　秒後

	確認した部屋はドアを閉める（１階）
	　した　　しない
	

	　　　　　　　　　　　　★（２階）
	した　　しない
	

	人員確認完了　　　　　　　（デイケア）
	　した　　しない
	 分　秒後

	　　　　　　　　　　　　★（デイナイトケア）
	　した　　しない
	 分　秒後

	防火管理者へ報告
	　した　　しない
	 分　秒後

	避難訓練終了
	　した　　しない
	 分　秒後

















